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1 問 題 の 所 在




から除けば, マレー人の総人口 (407.8万人)は, 中国人の総人｢](430万人) より下回る程
である｡











蓑 1 マ レ ー シ ア の 人 口 1961年
マラヤ シンガ
ボ - ル サラワク サ バ
?
? 着 民 3.62 0.24 0.53 0.32
国 人 2.67 1.28 0.24 0.ll
インド･パキスタン人 0.81 0.14
そ の 他 0.13 0.04 0.008 0.045r








70.9,% 16,7% 7.7/%' 4.7,9,3' 100.0.7b'
(Offi'cialYearBookofMalaysia1963.K.L.,1964,pp.ll-12)
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と錫は, 現在でも, マラヤの重要な輸出品目であり, 1962年の輸出総額のそれぞれ52.1%と
23.6% を占めている｡2) 人造ゴムの出現は,今日マラヤの天然ゴムにとって,一つの脅威とな
りつつあるが,それでもなお,ゴムはマラヤで最も収益の多い産物である｡
一般的にいって, マラヤの 経済で, ゴム栽培を も含めた農業の 占める地位は卓越 してお
り,マラヤの総労働人口の54% (1957)は,農業従事者である｡3) 農業の内では,収益と耕作
面積の点から,ゴムが最も重要な作物であり, ゴム園は全耕地面積 (1960)の64% (344.2万
acres)を占めている｡ これに反 し, マラヤの殆んどの住民の主食である米の作付面積の割合












模 10acres(約 14relong)以下の農家は,全体の97%,5acres(約 7relong)以下は78%,
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蓑 3 マラヤにおける村落居住人口 1947,1957
全 村 落 居 住 人 ロ
マ レ - 人








3acres(約 4.3relong)以下は 54% である｡6) 稲の単作 地域では, 経営規模が大体 5acres
もあれば,後述するように村落生活において不足のない程度の収益はあるが,3acresでは不
充分である｡その上,マラヤでは,小作経営農家が農家総数の 46% を占めている｡7) このよう
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蓑 4 マラヤ連邦における民族別世帯収入の分布 1957-58
i-~育~~~藩 ~ー~~審 ｢~ー~､~~~~～ー~~~一一一【~ー J~｢一 J一一二~､二 二二二~市 村 落 都 市 村 落 都 市












































6) 耕地面積の単位としての relongに大 relongと小 relongがある｡Kedah州の GunongJurai
以北は小 relong(0.7111acres)が,南部は大 relong(1.3225acres)が用いられている｡Padang
Lalang村では小 relongが使われている｡
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帯数 287の民族別 内訳は, マレー人世帯 208
(72.5%),中国人世帯75(26.1%),インド･
パキスタン人世帯 4 (1.4%)である｡ マレ
ー人の大部分は農民であるが,中国人には,
小売店主や賃金労働者が多い (表 5;6;7;8)0 図1 調査地点 PadangLalang村
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① 港蘭局 (DID)事務所 ② penghuluの家 ③ マレー人小学校 ④ 警察署
⑨ 中国人小学校 ㊥ 精米所 ① 診療所 ④ 水門
図 2 PadangLalang 村 略 図
'i個 人が多いのは,この村に商店が集 中 しているためであ り,周辺村落の中国人人口はずっと少
な くなる｡ 村内の総人口は,1,546人,その内訳は,マレー人986(63.8%),中国人546(35.3,%,),
イン ド･パキスタン人14(0･9%)である (表 9;10)｡10'
しか し, 同 じ村に居住 しているとはいえ, マ レ-人と申FEヨ人の/if舌様式は際立 って異なる｡
マレー人農民は,禰東か ら北西-と,村の中 央部を貫流 している AlorJanggus川沿いに点在す
る高床家屋に住み,中国人の家屋は床がセメ ントや土のたたきで作 られた平屋で,村の北西瑞
の川軌 ､に密集 している｡宗教もマ レー人がイスラム教徒であるに対 し,申同人は圭として道
教の神がみを信仰 している｡言語も,中国人はマレー語を解するが,マ レ一･人は中国語を話さ
ず,村の大部分の中国人は福建人であるため,ll)中国人のあいだの口常の言語は福祉語である｡








































ll) 福建人63世乱 広東人8世帯,潮州人3世乱 不明1世帯｡
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(註) 隣接する KubangSiam 地域居住者を含む｡
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- ( - )
- (-) 69 (45.3)
2 (1.3) - ( - )
23 (14.7) 5 (3.3)
15 (9.6) 59 (38.8)
(註) 隣接する KubangSiam 地域居住者を含む
表 9 マ レ ー 人 性 年 令 別 人 口 (PadangLalang村)
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計 ･ 279 267 546
???????? 〕??????????
?































中国人の居住地域は, 区 (mukim)の中心地となっており, AlorJanggusと呼ばれてい
て,そこには警察署,診療所,マレー人国民学校 (sekolahkebangsaan),中国人小学校と中
国人の経営する精米所や隣村をも含む約100軒の家に電気を供給する小さな私設発電所がある｡
この地域から AlorStarまでは,1955年に村びとによって作 られた約 5う即扇の道路があって,
毎日バスが通っている｡この道路の開通が村の生活に与えた影響は大きく,バスが通うように
なってからは,AlorStarまでの買物や映画を見に行 くことが容易になった｡更に1963年末に
は,AlorStarから,この村を貫通 して北上する新 しい道路が政府によってつ くられたが,こ
の新道路は,完成後日が浅 く,そこを自動車で通行するには,政府の許可を必要とする｡
区の中心地である Alor Janggusは, 那(daerah)役所の書類では, 一つの独立 した村と
数えられている｡ しかし, 実際は, そうではない｡ マレー人の考え方では,村 (kampong)




行政組織の上でも, AlorJanggusは村では ない｡ Kedah州は, 10郡から構 成 され,
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PadangLalang村の所在する KotaStar 郡には40の区 (mtlkim)がある｡ PadangLalang
区には,AlorJanggusを除 くと10力村あり,郡には郡長, 区には区長 (pengilulu)がおり,
区長までは,州の支配者 Sultan によって任命されるが,村長 (ketuakampong)は,一宜選
挙という形で,モスクでの会合の後に,村 びとによって選ばれノる｡ しかし, 村長は, ｣l二式に
Su一tan Lj刃T:命を受けず,棒給ももらわない｡ ただ, 精柿的に行政に協力 した村長には,賞 Fj-
が与えられる｡PadangLalang村には, 村長はいても, AlorJanggusには村長はなく, 中








じめた1850年頃より人口と水田の江南貢は, 約 8倍に増 加 したといわれている012)- 古 老の話に
よれば,マレ-人の村落の部分は古いが,60年前,AlorJanggusには, マレー人と1回召人の
表 11 現 在 地 に お け る居 住 年 数 1964.10
マ レ - 人 u-･帯: 中 間 人 世 帯*
10 年 以 下
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店が二軒あっただけである｡このことは,中国人の AlorJanggusへの定着年代 (義ll)を見






WiliamMaxwellによって Selangor 州に最初導入された Torrens制度である｡ この制度
は,約100年前に南オース トラリヤの知事であった RobertsTorrens卿によって考案されたも
のであり,二つの原則に基づいている｡13)第一は,鉱物,木材,水,砂利などを含む土地に関
する総ての権利は,土地が州の支配者である Sultanの名において, 市民に譲与 (grant)さ
れない限り,S11tanの手中にある｡第二は,Sultanによって譲与された土地所有の名義は,









表 12 屋.敷地所有状況 (PadangLalang村マレー 人) 1964.10.
所 有 状 況
所 有 (
借 地
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る場合は11世帯,購入のみによるもの11世帯である｡相続された農地而精の総計は,370.5re-
long(約 259acres),購入された農地面積の総計は193.75relong(約 135acres)である｡ しか
し,この総ての農地が村内にあるのではな く,村内の農地の総面精,それ自体が明白ではない｡






(3) 屋 敷 (kampongまたは tapakrumah)
マレー人の屋敷の境は,竹垣や小さな溝ではっきり区画されている若干のものを除けば普通
は,高沫家屋の周囲に樹木が繁っていて一見,不明確であるが,村びとは,殆んど,自分の屋




に過ぎない (表12)｡他の67.3% (140世帯)は,屋敷を借用 して,そこに自分の家を建ててい
るか,漕潜局 (D.Ⅰ.D.)や農業局の官吏または労務者や警官で, 官舎や借家に 住んでいる｡こ
のような官舎や借家を除けば, 屋敷の借用 (sewa)には, 四つの形式がある｡ 第一は,無料
で屋敷を借用 し,庭の木になる果実を食べうる場合,第二は,無料で屋敷を借用 しているが,
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地 主 の 借 地 人 に 対 す る 関 係













































借地代の支払い方法としては,籾米 (padi)による現物支払い (sewapadi)と, 現金支払
い (sewatunai)の二方法がある (表14)｡最も安い借地代は,1relong (約 0.71acres)あ
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たり,年に,現物の場合は, 籾米 2naleh15) (約 8斗),現金では M$3616) (4,320Fl｣)であ
り,最高は現物で 7naleh (約 2石 8斗),現金では M$120(14,400rT]) である｡ 最も多い
のは現物を 6naleh支払う sewapadiである｡
1naleh の籾米の価格は,大体 MS9であるから,6naleh は, M$54になる｡ 6naleh
の借地料は,水悶 lrelong あたりの小 作 料 の平均とほぼ同じである｡
屋敷の借地代と貸借者の関係は,後述の農地の貸借の場合と同様,必 らず Lも,貸 手が親族






収量が 1relong 当り籾米 2.5kuncha17)(400gantang)以上,ClassIIは,収量が 1relong
あたり籾米 1.5から 2.5kuncha(240-400gantang),ClassIH は,収量が籾米 1.5kuncha
(240gantang)未満の農地である｡PadangLalang村の農地は ClassIに分類されている｡
村内の水田は,AlorJanggus川沿いの細長い集落の外側に並んであり, 水Ⅲの一区画の大き







総世帯数208の42.3%にあたる (表15)｡ しか し,この農地所有甘描ユ:の 内 ,農業に従 事していな
い世Jl昔数を除 くと, 農家の内, 農地を所有 している農家数は75世帯であり, 総農家数 135の
55.6%にあたる｡残 りの農家数60世帯 (44.4%)は,小作農家である｡ しかし,農地所有農家
とはいえ, 農家総数75日用lこの内,47世帯:(62.7%)は,6relong三桁1.5'の零細な農地を所有す
るにすぎない｡村内居住農家の所有農地而枯rJj最も大きい例は,50relongであるが,この地
域に 62relong の農地を所有する本イ打出主も一肌ある｡ しか し, 小作の割合がかなり多い0)
が目立ち,また 6relong の耕地は,後述するように,現扶においては, Fr‖'1三して,!卜_活にゆ
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18 26 15 16 13
(20.5) (29.5) (17.0) (18.2) (14.8)
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マ ラ ヤ 北 由 部 の 稲 作 農 ,付
表 16 束肘乍面積別 ･自作小作別農家数 (PadangLalang村,マ レー人) 1964.10.
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こ く - g
- ( . )
- ( 一 ･)
- ( -.)
3 ( 2.2)
- ( - )
1 ( 0.7)
(%) (44.4) (13.3) (19.3) (ll.1) (ll.9) ; (100 .0)
校の平均とを比較 してみると,次のようになる｡
農 家 形 態
小 作
自 作
自 ･ 小 作
自 作 ･貸 出 し
自作 ･員出し.小作
??




5.2 〝 5.2 〝
4.2 ′′ 9.1 〝
12.3 ′′ 7.6 ′′
ll.9 〝 10.0 〝
小作農家は必ず しも零細な経営面精を持つ農家ばかりとは云えないが (表16), 平均経営面
精は,最低であり,次いで自作農家が低い｡白･小作農家の平均所有農地面積は低いが,小作
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小作形態には, 屋敷地の場合と同様, 小作料を籾米で支払う sewapadiと,現金で支払う
sewatunaiの二つの型がある｡ 第二は, pajakである｡ 第三は, 収穫物を地主と小作が分







小作料は,圧倒的に sewapadiの 6naleh のケースが多い｡ 1relongあたりの平均収量
を 3kuncha(30naleh)とすると,6nalehは収量のほぼ5分の 1にあたる｡
Kedah州では,1955年から,一応, 最高の小作料が, 法的に規定されている. ThePadi
CultivatorsOrdinance,No.9.(1955)によれば,一年以上の農地貸借契約は禁止されており,
契約は毎年更新されねばならない｡小作料の最高額は,農地の等級により,ClassIは 6naleh/
relong,ClassIIは 5naleh/relong,ClassIIIは 3naleh/relong と定められているが,小
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作者が同意すれば,小作料は収量の 3分の 1でもよいことになっている｡ 従 って, 6nalehが
小作料と して最 も多いUjも不思議ではない｡
しか し,6naleh または,これに相当する M$54以上の小作料 も少な くな く,それは,土地
iM普件数の30.5%を占めている(表17)｡ しかも,これ らはすべて,農地貸借契約を した上で定
め られた小作料ではないO例 えば,契約書の有無を66の貸借件数について調べた結果は,表18
の通 りである｡ この数値は,契約書の有無を確認 しえた件数で しかないか ら,農地貸借件数全
休について断言することはできないが,66件の内の54件(81.8%)が契約書に調印 してお らず,
しかも,小作料 6naleh を越える場 合も, 6naleh未満の場合も, 契約書の調印が行なわれ
ていない｡小作者の問には,小作料が上昇 しつつあるという不満があるが,小作契約書に調印
しない小作料 7naleh以上 と, M$ 60以上の件数が多いことは,小作料上昇の傾向を部分的
に裏づけよう｡ この点については他の角度か らも指摘できる｡
農地の貸手 と借手の関係には,三つの類型が見It目され る (表19)｡ 第 1は, 貸借者の関係が
村内居住の組子である ｢村内親子型｣, 第 2は,. 艮借着が親子を除 く親族で村の内外に分散居
住 している ｢親族分散型｣ と, 第 3は, 貸手が村外に居住する他人 (JF]囚人を含む)である
表 17 小 作 形 態 PadangLalaang村 ･マ レー人 1964.10.












表 18 小 作 契 約 書 の 有 無 PadangLalang村 ･マ レー人 ユ964.10.
(naleh)





有 10 - -
2 - -
1 5 - -
1
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｢村外他人型｣ とがある｡ それぞれの型 の小作料を比べ ると,必ず しも ｢村外他人型｣におけ
る小作料が高いとはいえない｡表20は,特 に村 内居住の小作を中心に分析 した結果である｡つ
ま り,貸手 と借手が共に村 内に居住するケース,借手 は村 内,貸手が村外 のケース, 計103件
について,貸 借者の関係 と小作料を示す ものであるが,親子型 における小作料は,必ず しも,
村外他人型 の小作料 よりも安いとは言えない｡
不在地主の内,PadangLalang村 内に最 も多 くの農地を所有す るのは,村内の 62relong(約
43.4acres)の農地を 8人に黛 している例である｡ この地主は,村 びとの話 によれば,約 1000
relong(約 711acres)の農地所有者であるが, 村 内にある 62relongの小作料は 7naleh/
relongの 1ケースを除けば,総て 6naleh/relongである｡ この 62relong だけの一年の小
作料の総計だけで も, 467naleh (M$4203-50万 円)である｡ このような地代収入のある地
主は,別 に小作料を値上げす る必要 もないであろう し,また,法的な規制をも受 け易い｡
表 19 農 地 貸 借 者 の 関 係 PadangLalang村マレー人 1964.10.
計
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6naleh% I,AJ 1^_ 6naleh
:EI'i品6naleh u⊥謀 議 無 料こえ
近 14 1 6 3 4
遠 1 1
同 居 1 1
近 3 1 2
遠 3 . 3
*現金払いの場合は,padiに換算
これに対 し,村内親子型の農地貸借関係の場合は,どうであろうか｡不明 3ケースを除 く22
ケースの内,17ケースは,借手が耕作面積 7relong未満の零細な小作農家であ り, その内11
ケ-スは,耕作面積 3relong未満である｡貸手の親の方では, 所有農地を 7relong以上持
ち,一応経済的に余裕のある農家数は,23ケース申15ケースである｡ この数は,村 内で,7re-
long以上の農地所有農家での内,農地を小作に山 している農家総数 (20)の 3/4にあたる｡農
地の貸借者の関係が親子である場合は,小作料が,6naleh(大体 M$54)より低い場合 と高い
場合の両極端が見出され るが,このケ-スを,親の所有農地面積 と屈住地の遠近 とを考),厨こ入
れ なが ら,分析するな らば (表21), 規の所有農地に余裕があると認め られ, しか も親子の住
居が近い場合には,小作料は安 く,その道の場合には,小作料は高い傾向(最高 M$90/relong)
にある｡
このように農地の貸借関係が親子の場合には必ず しも小作料は安 くな く,む しろ,親の経済
生活 に余 り余裕がない場合,農地の借手 としての零細な小作農の子供は,親の経済生活を援助
する意味において,高 い 小作料を支払 う傾向が強い｡
大地主は,地代収入が多いために,直接小作料を釣上げ るようには見えないが,広い農地を




主か ら零純な農地を借 りて,耕作 している零細な小 作が多い点にある｡
6 農 家 収 入
マレーシア連邦政府では,-農家あたりの理想的な耕 作埴蘭 を 10relong (7･1acres) と し
ているが,村内の農家では,どの程 度の経営面精の農家が,どの程度の収入を得ているのであ
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蓑 2 耕作面積別 ･専業兼業別農家数 (PadengLalang村･マレー 人) 1964.10.
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の収量があると答える｡ この収量は, マラヤではかなり高い｡ 1acreあたり 672gantang
となり, 1960年の農業センサスによる Kedah州の acre当りの平均収量の2倍に近い｡農民
に最低収量を聞くと,1.5kuncha/relong と答える｡ 公式の記録としては 州政府の 収量調べ
(cropcuttingtest)による統計があるoIしか し,この CCT の方法は,かなりずさんなもの














労働雇用費もまた,まちまちである｡ しか し,田の荒おこし,田植え,刈入れを通 じて,冒
力または ｢ゆい｣(berderau)19) によって済ます農家は,少ない｡例えば,6relong未満の農
地を耕作 している自作並びに小作農60世帯の内, 全然労働を雇用 しない農家数は, その1/4に


















が強い｡刈 り入れと脱穀には,タイ領の Pataniや Kelantanから出稼ぎ労働者もやって来る
が,大体,relong当りの労賃は M$20前後である｡
化学肥料が使用ざれはじめたのは,1958年頃よりと云われているが,1963年から,州政府の









蓑 23 肥料使用状況 (PadangLalang村 ･マレー人) 1964.10.
サンプr一種の 孟 撃以｣惑 望BBを BBを 不 明
含む 含まずル数Jみ使用
小 作 (小規模 ･専業)
小 作 (小規模 ･兼業)
自 作 (専 業)
自 作 (兼 業)






























小 作 (小規模 ･専業)
小 作 (小規模 ･兼業)
自 作 (専 業)
自 作 (兼 業)
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細農民が購入 しないのは,それが,現金払いであり,またその購入には,耕作面積を示す小作
契約書か,所有農地の登記書類の写 しを必要とするからである｡ しかし,既に指摘 したように,
農家は小作契約を余り行なわず,相続された農地の名義変更も厳密に行なわないので,たとえ,












は, 10naleh(1kuncha)M$65,晩生の収入れ時の 1月には M$80,整地はじめの5月に







後である｡ その年額は, M$600であるから, この経費を農業収入のみによってまかなうに
表 25 肥料の購入方法 (PadangLalang村 ･マレー 人) 1964.10.
示 す ｢ 空 函五示盲.･.~頂 扉盲五ほ′ - ＼､【一八/1虫†言
十 ∴い L ･.T S･I{･S.(I.rl::･j_)
小 作 (小規模･専業)
小 作 (小規模 ･兼業)
自 作 (専 業)
自 作 (兼 業)
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蓑 26 類型別農家の収入(平均)(PadangLalang村,マレー人) 1964.10.
耕作地主 耕作地主 小 作 自 作 自 作 小 作 小 作
(自作工難 目星鮎) 自 小作 (不等望= ′憎 聾)(′増 勢 (′憎 肇日 /il菜聾 )
グループ設定の基
準耕作面積 20relong 191r警報 7-10 8-10 1-6 1-6 1-5 1-5
サ ン プ ル 数
世 帯 負 数
労 働 力 (男)
〝 (女)
平 均 耕作 面 積














農 外 収 入
総 収 入








































450M$ 198 155 145
120M$ 45 11
5,155M$ 2,170 1,438 1,327
1,500M$ 317
6,655M$ 2,170 1,755 1,327
?
? ??? ?? ??





































は,少なくとも 3.3relongの自作農家でな くてはならず, それ以下の場合には, 何 らかの農




も充分にあって,借金を全然 しなかった農家数は,わずか 3世帯である｡この 3世帯は,世帯
員数 2- 3人で,かなりの集約農法を行っている｡他の26サンプルでは,保有米は充分にあっ
ても, 借金または ｢つけ｣で品物を購入 して, 収穫期に粗米で 借金を 支払っている (padi
●●●●●
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② jualpokokpadi,③ pajak④ gadai,⑤ jualjanjiの5つの方法がある｡
最も頻繁に行なわれるのは,第 1の paditimor である｡padiは籾米,timorは東を意味
するが,東風が吹きはじめる乾燥期の収穫時に, ｢つけ｣で得た品物の代価を籾米で支払う方
法である｡ しか し,現金を借金 した場合にも,この方法がとられる｡この場合,普通,M$100
未満の一カ月の借用には,M$4の利子がつ くといわれるが,利子の計算法は決 して明確なも
のではない｡一定の金額をどの程度の期間借用すれば,利子はどの位かという問に,はっきり
答える農民は,ごく一部であって, たいてい, 何時頃からどの程度の金額を借 りて, 収穫期
に,利子を含めてどの位返済 したと答える｡従って,利子率は計算できないが,現物を借用 し
た場合には,M$100相当の現物に対 して, 利子は, 籾米 4naleh(M$36相当)から 10
nalel(M$90相当)であり,現金 M$100に対 し,利子は,M$30から M$60位である｡
この利子額の高低は,ほぼ負債期問と比例するのではないかと想定されるが,債権者と債務者
の間柄によっても,利率は上下するので,一般的に,利子率はどうだとはい えない｡
第 2の jualpokokpadiは, 緊急に金を必要とする場合に用いられる方法で, 田柿えした
ばかりの稲を売る方法である｡この場合,売 り手は, 1relongあたりの稲を,M$100-135
棺で克るから,籾米価格の半値以下となる｡買い手は,この稲の世話を して刈入れる｡
第 3の pajak は,土地の長期貸借 (5-10年)の方法であるが, この方法は, 貸手がまと
まった金額を必要とする場合に用いられる｡従って,小作料は,比較的安 く,pajakでは,小
作が有利である｡pajakでの小作料もまちまちであるから,はっきりしないが,一例を挙げる
と,5relongの農地が, 7年契約で M$2100で pajak されると,貸手には, 一度に M$
2100が入 り,借手にとって, 年に 1relongあたりの小作料は, M$60となる｡20)1955年に
は,かんばつで大変な不作だったといわれるが,その時には, 多 くの人が, 農地を pajakで
貸 し出したといわれる｡








20) relong当りの一年の小作料 M$60は,かなり高いように思われるかも知れない｡ しかし,物価の
上昇と小作権の長期安定,それに小作地を新しく確保することの困難な琴調犬を考慮に入れると,割安
である｡つまり,M$60を割安と考えて, pajakをするという点に, 小作料が実質的に 6naleh
以上になっていることを示すものであろう｡
- 47-
東 南 ア ジ ア研 究 第3巻 第1号
である｡そして,殆んど例外なく,貸付者は,中国人商店主である｡
耕作面積 6relong未満の農家では,衣食や肥料の購入のために借財する場合が多い｡借金
をしていることを確認 し得た29ケースの内,1963年の paditimorの借用額 (利子を含めず)
























8 農 地 の 相 続












の財産の 8分の 1をとり,残 りは子供に分配されるが,その際,娘は息子の2分の 1を取得す
る｡これに対 し,adatの場合は,子供の性別にかかわらず均分に相続される｡
この二つの相続形態のいずれによって,親の遺産を相続するかは,遺族の定めるところであ
































1 (0.5) 3 (0.8)
1
3 (1･6) ! 5 (1･4)
188(100.0) ,t 359(100.0)
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表 28 出身地別農地相続の有無*(PadangLalang村 ･マレ-人) 1964.10.





% % % %
31(27.0) 1(0.9) 23(20.0) 60(52.1)




18(19.6) 1(1.1) 19(20.7) 53(57.5) 1(1.1)
14(14.9) - 12(12.8) 68(72.3)
- 2
*戸主夫妻 に関する調査
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表 30 イスラム法および adatによる農地相続者の父母の









表 31 父母の所有農地面積と子の相続面積 (PadangLalang村 ･マレー人) 1964.10.
イスラム法 子 の相続 面積父母の所有面積
ケ ス
(去 去 (…8 (…｡ ( 宝 5 (窒5 (豊｡ (雪白5
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表 32 農地末相続者について adatによる場合の相続の可能性
(PadangLalang～ ･?i/-A) 1964.10.1
1relong未 満





























けれども,農業以外に安定 した収入がないとすれば,最 も安定 した財産である農地を少 しでも
確保 したいという考えが強いのは,無理もない｡ 従ってadatによる相続形態が根強 く残って
いるのも,単に,それが伝統的な慣習というだけでなく,同時に,上述 して来た経済的条件に
よって支えられているともいえよう｡








自らの貧困を強 く自覚 していない状態にある｡ しか し,ともすれば,マレー人農民の貧困は,
中国人のせいであるといわれたり, またマレー人農民の間でも, 持てる者と持たざる者の間
に,政治的諸問題も絡んで微妙な対抗意識が,芽ばえつつあるが,この傾向は,マレーシアの
政治的安定,経済成長のためには軽視できない事柄である｡マレー人農民には,もっと農民の
現状を知った上での積極的な政府の援助対策が必要であるように思われる｡
- 51-
